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１ はじめに

教育基本法

（教育の目標）

第二条 第一項 第１号

「幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな

情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこと。」

中学校学習指導要領解説総則編

（３） 健やかな体（第１章第１の２（３））



学校における体育・健康に関する指導を，生徒の発達の段階を考慮して，学校の

教育活動全体を通じて適切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツ

ライフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進

並びに体力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進

に関する指導については，保健体育科，技術・家庭科及び特別活動の時間はもと

より，各教科，道徳科及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に

応じて適切に行うよう努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会と

の連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を

促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう

配慮すること。

２ 体育・健康に関する指導について

中学校学習指導要領解説総則編（P31）

（３） 健やかな体（第１章第１の２（３））



２ 体育・健康に関する指導について

中学校学習指導要領解説総則編（P3２～３３）

（３） 健やかな体（第１章第１の２（３））

本項で示す体育に関する指導については，～（省略）～大切である。

健康に関する指導については，～（省略）～大切である。

また，安全に関する指導においては，～（省略）～重要である。

さらに，心身の健康の保持増進に関する指導においては，情報化社会の進展

により，様々な健康情報や性・薬物等に関する情報の入手が容易になってい

ることなどから，生徒が健康情報や性に関する情報等を正しく選択して適切

に行動できるようにするとともに，薬物乱用防止等の指導が一層重視されな

ければならない。



なお，中学校にあっては，教科担任制を原則としているために，体育・健康に

関する指導が保健体育科担当の教師に任されてしまうおそれがある。しかし，

体育・健康に関する指導は，学校の教育活動全体を通じて適切に行われるべ

きものであり，その効果を上げるためには，保健体育科担当の教師だけでなく，

全教職員の理解と協力が得られるよう，学校の実態に応じて指導体制の工夫

改善に努めるなど，組織的に進めていくことが大切である。

２ 体育・健康に関する指導について

中学校学習指導要領解説総則編（P3４）

（３） 健やかな体（第１章第１の２（３））

教育活動全体，全教職員で取り組む必要がある



３ 薬物乱用防止教育の充実について

第六次薬物乱用防止五か年戦略（抜粋）

（１）学校における薬物乱用防止教育及び啓発の充実

薬物乱用対策推進会議 令和５年８月

〇 薬物乱用防止教育の内容の充実強化

〇 薬物乱用防止教育の充実強化

〇 研修等を通じた指導方法・指導者の資質向上

〇 大学等の学生等に対する薬物乱用防止のための啓発の推進

〇 薬物乱用少年の早期発見・補導等の推進



３ 薬物乱用防止教育の充実について

〇 薬物乱用防止教育の内容の充実強化

・ 学校における薬物乱用防止教育は、小学校の体育科、中学校
及び高等学校の保健体育科、特別活動の時間はもとより、道徳、
総合的な学習の時間等の学校の教育活動全体を通じて指導が行
われるよう引き続き周知を図る。 （文部科学省）

・ 児童生徒が、薬物乱用の危険性・有害性のみならず、薬物乱用
は、好奇心、投げやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、
断りにくい人間関係、宣伝・広告や入手しやすさなどの社会環境
などによって助長されること、また、それらに適切に対処する必要
があることを理解できるようにするため、指導方法の工夫が行わ
れるよう一層の周知を図る。 （文部科学省）

・ 薬物の危険性・有害性等に関する科学的な知見に基づいた
薬物乱用防止に関するパンフレットや教材等を作成・配布する。

（厚生労働省、警察庁、文部科学省）



４ 薬物乱用の現状

〇 福岡県の大麻検挙者数

令和５年度 検挙人数 475人

２０歳未満の検挙人数 109人

前年比＋５１人

福岡県薬物乱用防止啓発サイト

大麻での検挙者数が、近年増加しており、特に若年層の

乱用が拡大しています。

大麻で、若者の検挙者が急増中



４ 薬物乱用の現状

警固界隈 （警固キッズ）

「生きていて楽しくなくて、自殺願望があった」

「中学１年生の頃から、市販薬を過剰摂取行為をしていた。
意識がもうろうとしていたが、死ねなかった。」

（西日本新聞 2023年９月20日）

警固公園に集まる
１０代の少年少女

家庭や学校に居場所がない



４ 薬物乱用の現状

薬物乱用とは・・・
医薬品を医療の目的から外れて使用したり、
医療が目的でない薬物を不正に使用したりする
こと。

２０歳未満の喫煙、飲酒は、次のステップとなる薬物乱用の入口になり
やすいことから、入門薬物（ゲートウェイドラッグ）ともよばれています。

喫煙や飲酒等、自身や周囲の人達、ひいては社会秩序の崩壊へ
つながり得る非行として、受け止めて対応することが求められます。

（生徒指導提要 令和４年１２月 文部科学省）

１０代の一般用医薬品の乱用が問題視



４ 薬物乱用の現状

ゲートウェイドラッグ「喫煙」

たばこ葉を使用し、たばこ葉
を燃焼させ、加熱によって発生
する蒸気（たばこベイパー）を
愉しむ製品です。

たばこ葉を使用せず、装置内
もしくは専用カートリッジ内の液
体（リキッド）を蒸気加熱させ、
発生する蒸気（ベイパー）を愉し
む製品です。

目にする機会も多い、たばこ
になります。

紙巻たばこ（シガレット） 加熱式たばこ 電子たばこ

JTホームページ（たばこの種類）より



４ 薬物乱用の現状

ゲートウェイドラッグ「飲酒」
アルコール度数が、１％以上のもの 「酒類」と規定

ノンアルコール飲料を子供が飲んでも法律上は問題はない。

飲料を作っている会社は、２０歳以上に向けた商品としている。

「ノンアルコール飲料は、味や香りをお酒に似せているため、それを子供が飲むことで、

アルコールを飲み始めるきっかけにある可能性がある」と指摘（アルコール健康医学協会）

酒税法

アルコール度数 ０．００％ノンアルコール飲料



４ 薬物乱用の現状

薬物による検挙者数（薬物別）

「第六次薬物乱用防止五か年戦略」フォローアップ 厚生労働省
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４ 薬物乱用の現状

覚せい剤・大麻による検挙者数（２０歳未満）
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４ 薬物乱用の現状

大麻による検挙者数（福岡県）

福岡県薬物乱用防止啓発サイト

202

278

328

398

349

475

25

45

62
65

58

109

0

20

40

60

80

100

120

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H30 R1 R2 R3 R4 R5

全体 少年（19歳以下）



４ 薬物乱用の現状

大麻と覚せい剤に対する危険（有害）性の認識の比較

薬物乱用のない社会を 令和6年度 警察庁
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４ 薬物乱用の現状

大麻に対する危険（有害）性を軽視する情報源

薬物乱用のない社会を 令和6年度 警察庁
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４ 薬物乱用の現状

大麻を初めて使用した動機（20歳未満）

薬物乱用のない社会を 令和6年度 警察庁
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４ 薬物乱用の現状（大麻）

大麻事犯の検挙者数６，４８２人

１０代・２０代が

そのうち

全体の７割を超える

※他の規制薬物に比べ若年層の割合が高い

薬物乱用のない社会を 令和6年度 警察庁



４ 薬物乱用の現状（大麻）

若年層を中心に検挙者数が増加している理由

「大麻には有害性がない」

「海外には大麻が合法の国もある」

リラックスできるよ

みんなやってるよ

１回だけなら平気だよ
海外では合法だよ

大麻の乱用を軽視する傾向

薬物乱用のない社会を 令和6年度 警察庁



４ 薬物乱用の現状（大麻）

薬物乱用防止読本 「健康に生きよう」 厚生労働省



５ 薬物乱用防止教育について

効果的な薬物乱用防止教育

〇 知識やスキル等の育成が総合的に含まれている指導

喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育において、単発

や限定的な内容の指導は教育効果が長続きせず、

効果的な教育には、断続的に多様な内容を学べ

る教科横断的なカリキュラム、複数年度を視野に

入れたカリキュラムなどが必要です。

「幅広いライフスキル」とは、意思決定スキル、

コミュニケーションスキル、ストレス対処スキルや

自尊感情等を幅広く取り上げることを示しています。

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂
公益財団法人 日本学校保健会



５ 薬物乱用防止教育について

教科横断的な展開

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

１） 喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育の教科横断的な展開

喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育を学校の年間計画に位置付ける際には、保健体育科
保健分野、特別活動、特別の教科である道徳、総合的な学習の時間など各教科の目標、
内容を参考に立案してください。
指導方法については、講義形式や動画の視聴などに限らず、事例を用いた学習、ブレ
インストーミング、イメージマップ、グループワーク、養護教諭や学校薬剤師等の参画など
の工夫ができます。

指導方法 健康課題やその解決のための具体的な活用例

ディスカッション
・特定のテーマなどについて、課題やその解決方法などを明らかにするために、意
見交換したり、質疑応答などを行ったりする

ロールプレイング

・特定の場面などで登場人物の言動（演技）を観察して、役割の特性や役割に関
わる言動などについて理解する
・自分で特定の役割を演じたり、他者の演技を観察、評価したりすることにより、
役割に応じた対応の仕方（言動の仕方）を理解し、習得する

ケーススタディ
・特定の事例などについて、登場人物の気持ち、考え、行動、それらの背景要因等
を明らかにするため、日常生活で起こりそうな場面について、考えたり話し合った
りする

養護教諭等との連携
・地域固有の健康課題や専門的視点からみた健康課題、その対策や解決方法に
ついて理解するために、関係者や関係機関が教育活動を行う



５ 薬物乱用防止教育について

教科横断的な展開

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂
公益財団法人 日本学校保健会

２） 喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育と道徳教育との関連

学校における道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神

に基づき、人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として

他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標としており、喫煙、飲酒

薬物乱用防止教育とも密接に関連します。

特別の教科である道徳は、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳

教育としては取り扱う機会が十分でない道徳的価値に関わる指導を補うことや、生徒や

学校の実態等を踏まえて指導をより一層深めること、相互の関連を捉え直したり発展させ

たりすることに留意して指導することが求められており、保健体育科保健分野、特別活動、

総合的な学習の時間で行う喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育と関連して行うことで考えを

深めることができます。



５ 薬物乱用防止教育について

教育内容及び扱い方に関する留意点

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂
公益財団法人 日本学校保健会

薬物乱用防止教育に必要な内容及び配慮が必要な情報

（１） 薬物乱用防止教育に必要な内容

１ 薬物乱用は限られた人や特別な場合の問題ではなく、誰の身近にも起こりうる

問題であることが明快に述べられていること

２ 法律および社会的ルールを守ることの大切さを明確な表現で伝えること

３ 教師が伝えたい内容で一方的に構成するのではなく、対象となる生徒の興味・

関心や理解力など、発育・発達段階を十分考慮した内容や指導方法であること

４ 害や怖さのみを強調するのではなく、「薬物等の誘惑に負けない気持ちをもつ

ことが充実した人生につながる」という積極的なメッセージが含まれること

５ 生徒がおかれている地域や家庭環境を非難したり、酒やたばこを販売しる職業を

悪と決めつけたりするようなことはしないなど、生徒や家族を傷つける可能性のある

内容は避けること



５ 薬物乱用防止教育について

教育内容及び扱い方に関する留意点

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂
公益財団法人 日本学校保健会

薬物乱用防止教育に必要な内容及び配慮が必要な情報

（2） 薬物乱用防止教育において配慮が必要な情報

１ 薬物使用に関する行動を容認するかのような情報

２ 乱用される薬物の入手方法や使用方法を教えるような情報

３ 薬物乱用者や薬物依存患者の治療、更生、社会復帰のための情報

４ 「合法ドラッグ」あるいは「薬物乱用とは何回も繰り返し薬物を使用することである」

などの誤解を与える可能性のある情報

５ 「薬物を使用するか否は本人（生徒）自身が決めることである」などという表現が

使われている情報



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習に使用する資料

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する教育は、保健体育科
保健分野だけでなく、特別活動、総合的な学習特別の教科
である道徳など、様々な教科・領域において指導することも
あり得ることから、それぞれの教科・領域に適した指導案の
作成の材料として活用できます。



本時の目標

５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他の影響にはどのようなものがあるだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

・たばこの煙の中には、有害物質が含まれていることや、急性影響が現れること、また、常習的な喫煙に
より疾病を起こしやすくなることを理解できるようにする。
・喫煙と健康について、習得した知識を自他の生活と比較したり、活用したりして、疾病等にかかるリス
クを軽減し健康の保持増進をする方法を選択できるようにする。

演習① 「たばこについて知っていることを書こう」

たばこについて知っていることをワークシートに記入

演習② 「喫煙による体への影響を確認しよう」

「かけがえのない自分かけがえのない健康（文部科学省）」
を参考に「急性影響」「慢性影響」「有害物質」を項目ごとに
整理

演習③ 「喫煙者へのメッセージを考えよう」

「喫煙による体への影響」を基にして、「喫煙者本人への
影響」と、「他者への影響」についてメッセージを記入



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】

１ たばこのイメージについて、できるだけたくさん書こう。



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】
２ 喫煙すると体にどのような影響が起こるか調べよう。

（１）急性影響について

（２）慢性影響について



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】

（３）急性影響や慢性影響の原因となる、主な有害物質について

有害物質 影 響

ニコチン

タール

一酸化炭素



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】

３ なぜ２０歳未満は喫煙が禁止されているのだろうか。

４ 喫煙による他者への影響について考え、今日学習したことを踏まえて、喫煙者に
メッセージを書こう。



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

かけがえのない自分 かけがえのない健康（中学生用） 文部科学省

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

（資料）



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

資料



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習１ 「喫煙と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～喫煙による自他への影響にはどのようなものがあるだろうか～
≪保健分野 第２学年≫

資料



本時の目標

５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習２ 「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～どのような断り方があるのだろうか～
≪保健分野 第２学年≫

・喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心理状態、社会環境によって助長されること、それらに適切に
対処する必要があることを理解できるようにする。
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康について、課題の解決に向けての学習に自主的に取り組もうとしている。

演習① 「喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけとなる
断りにくい状況について考えよう」

断りにくい状況についてワークシートに記入

演習② 「適切に対処する方法を考えよう」

シナリオについて、個人でワークシートに記入し、グループ
で共有

演習③ 「将来の自分にメッセージを書こう」

将来の自分に対して適切な対処をするように忠告するた
めのメッセージを記入



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習２ 「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～どのような断り方があるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】
喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけとなる「断りにくい状況」には、どのようなものがある
でしょうか。



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習２ 「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～どのような断り方があるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】
体育祭が大成功に終わり、その打ち上げパーティを友達の家ですることになった。
１０人くらいの仲間で盛り上がっていると、友達Aが・・・・。

A：これお酒だけど、甘くておいしいよ。これで乾杯しない？

私：

A：ちょっと飲むくらいなら、大丈夫だよ。みんな飲んでいるのに、一人だけ飲まないの？

私：

A：親や先生が怖いの？誰にも言わないから大丈夫だよ。さあ、飲もうよ。

私：



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習２ 「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～どのような断り方があるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】
学力テストのことで親とけんかしてしまった。家にいるのが嫌だったので。夕方、家を
飛び出した。ふてくされた気持ちで公園にいると、先輩二人が近づいてきた・・・。

A：どうしたの？元気がないね。ちょうど元気がでるサプリメント持っているから、あげるよ。

私：

B：大丈夫だよ。ビタミン剤のようなものだから。

私：

A：みんな飲んでいるよ。君も飲んでみなよ。

私：



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習２ 「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～どのような断り方があるのだろうか～

≪保健分野 第２学年≫

【演習用 ワークシート】
２０歳の自分に対して、喫煙、飲酒、薬物乱用に適切に対処するための「手紙」を
書こう。



５ 薬物乱用防止教育について「演習」

演習２ 「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

～どのような断り方があるのだろうか～
≪保健分野 第２学年≫

資料



５ 薬物乱用防止教育について「演習のまとめ」

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

【演習のまとめ】

２０歳以上の喫煙や飲酒は自己判断になります。喫煙や飲酒に
ついて適切な意思決定、行動選択ができる能力の育成を目指しましょう。

２０歳未満の者の喫煙や飲酒は、法律で禁止されています。その事実に
ついて子供たちに明確に示し、遵法の大切さを指導することが必要です。
２０歳以上の喫煙や飲酒に関しては、個人が意思決定すべきですが、
その際に正確な情報に基づいて意思決定することや、周囲の人や宣伝・
広告に惑わされず行動選択の結果をよく考えて、思慮深い意思決定が
できるような指導を行うことが大切です。

セルフエスティームの形成、批判的思考、意思決定スキル、コミュニケー
ションスキル等のライフスキルの形成を図り、自己決定すべき時に、正しい
意思決定と行動選択ができる能力を育成するために必要な指導を行い
ましょう。



６ 誰一人薬物に依存しなくていい社会を目指して

令和5年度福岡県薬物乱用防止講習会講師団講師研修会 福岡県保健医療介護部薬務課

【子供と関わる大人が知ってほしいこと】

子供と関わる大人へ・・・

受け取るべき大人もしっかりと
受け止める力をつけよう。
誰かが誰かを助けられる社会。
「つながり」「CONNECTION」へ

薬物乱用に打ち勝つ、最も身近で
最も有効な方法です。



６ 誰一人薬物に依存しなくてもいい社会を目指して

薬物入口チェック

１ 毎日が楽しくない

２ 誰もわかってくれない

３ いいことがないと感じる

４ 悲しいことが多い

５ なんだか寂しい

６ 自分なんて生まれてこなければよかった

先生方の近くに、このような言葉を言っている子供はいませんか。
薬物から子供たちを守るために必要なのは、

相談できる大人でいることです。

令和5年度福岡県薬物乱用防止講習会講師団講師研修会 福岡県保健医療介護部薬務課

必要なのは、

「強い心」ではなく、

「相談する勇気」



７ 終わりに

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料（中学校編） 令和２年度改訂 公益財団法人 日本学校保健会

〇 「知識・理解にとどまる指導」や「脅しを目的
とした指導」にしない

〇 「生きる力」の資質・能力（特に思考力・判断力・
表現力等）を育てる
→教育活動全体で、多様な指導方法の活用

〇 生徒一人一人（問題行動を起こしそうな子供こそ）
に居場所を確保する
→相談してくれたことを評価して受け止める



参考資料

喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料
－令和２年度改訂－

公益財団法人 日本学校保健会



参考資料

薬物乱用防止教室マニュアル
－令和５年度改訂－

公益財団法人 日本学校保健会

かけがえのない自分 かけがえのない健康
中学生用
文部科学省



参考資料

福岡県薬物乱用防止啓発サイト



参考資料

文部科学省 薬物乱用啓発防止映像
（高校生用）「未来があるから」

厚生労働省大麻情報ポータルサイト



令和６年度 第２回
中・義務教育・特別支援学校

若年教育研修１年目（体育・健康に関する指導）

薬物乱用防止教育の推進

令和６年９月１８日（水）

福岡県体育研究所
指導主事 小塩 淑恵


